
令和７年度 

（２０２５年度）

私費外国人留学生募集要項 

入学者選抜方法や日時等を変更する場合は、本学ウェブページでお知らせします。

出願資格確認期限 令和６年（２０２４年）１１月１８日（月）（必着） 

出願期間 令和６年（２０２４年） 

１２月２０日（金）～１２月２６日（木）（必着） 

入試実施日 令和７年（２０２５年）２月２日（日）

令和７年（２０２５年）４月入学者用 
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この募集要項には、次の出願書類等（所定用紙）を添付していますので確認してください。 

様式１ 入学志願票 

様式２ 受験票 

様式３ 写真票 

様式４ 受験票返送用封筒ラベル 

様式５ 書類確認票 

様式６ 出願用封筒ラベル 
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１ 出願から入学までの流れ  

内  容 日  程 備  考 

２０２４年度日本留学試験

の受験 

第１回： ６月実施 

第２回：１１月実施 

２０２４年度のいずれかの試験を受験していること

が必要です。必要な受験科目をよく確認してくださ

い。 

日本留学試験の受験票は本学の入試でも必要ですの

で、大切に保管してください。 

出願資格確認申請期限 
２０２４年１１月１８日（月） 

（必着） 

受験希望者は必ず全員期限までに申請してください。 

結果はメール又は電話で通知します。 

出願書類の提出期間までに連絡がない場合は入試課

に問い合わせてください。 

出願書類の提出期間 

２０２４年１２月２０日（金） 

～１２月２６日（木） 

（必着） 

出願資格確認の結果通知を受けてから、出願してくだ

さい。 

受験票の返送 ２０２５年 １月１７日（金） 

出願時に提出された受験票に、受験番号を付して返送

します。１月２４日（金）までに届かない場合は入試

課に問い合わせてください。 

入学試験実施日 ２０２５年 ２月 ２日（日） 

合格発表 ２０２５年 ２月 ７日（金） 
合格者は本学ウェブページで発表します。 

合格通知、入学手続書類は合格者にのみ送付します。 

入学料納付期限 ２０２５年 ２月２８日（金） 

入学手続期限 
２０２５年 ３月 ４日（火） 

（必着） 

やむを得ない事情による持参の場合は 6 ページを参

照してください。 

在留資格「留学」の申請 

２０２５年 ３月末日までに取

得できるよう手続きをして

ください。 

入学手続後、以下の申請書のいずれかの交付を受け、

出入国在留管理庁に提出してください。 

○在留期間更新・在留資格変更許可申請書（所属機関

等作成用）

○在留資格認定証明書交付申請書（所属機関等作成

用）
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８ 検査日程  
２０２５年２月２日（日）【時間については別表１（9ページ）を参照してください。】 

９ 入学試験場  
大阪教育大学柏原キャンパス  〒５８２－８５８２ 大阪府柏原市旭ヶ丘４－６９８－１ 

（近鉄大阪線「大阪教育大前駅」下車 南東へ約１ｋｍ） 

※エスカレーター（上り専用３基乗り継ぎ）、途中階段あり

受験票返送（２０２５年１月１７日（金）発送予定）時に同封の試験場案内図及び注意事項を確認してく

ださい。 

なお、受験にあたっては、本学が発行する受験票の他に、日本留学試験の受験票（原本）の持参が必要で

す（成績通知書は不可）ので、大切に保管してください。 

１０ 受験上の注意  

試験中に不正行為等があった者に対しては、受験を停止し、かつ、すべての試験を無効とします。また、悪質

な場合は警察に被害届を提出する場合があります。受験票の左側に記載の「受験上の注意事項」及び本学の受験

票返送時に同封する「受験者注意事項」等をよく読んでください。 

１１ 合格者の発表  
合格者は、本学ウェブページ(https://osaka-kyoiku.ac.jp/admission/goukaku_happyou.html )にて、

２０２５年２月７日（金）９：００に発表します。 

合格者には、合格通知書及び入学手続関係書類を別途、特定封筒郵便物（日本郵便レターパックプラス（手

渡し配達））で郵送しますので、合格者は必ず受け取ってください。２０２５年２月１２日（水）までに入学手続

関係書類が届かない場合は入試課（電話 ０７２－９７８－３３２４ 受付時間：平日９：００～１７：００）まで

お問い合わせください。 

合格者の発表について、電話等による照会には一切応じません。 

また、大学周辺での合格電報等の勧誘・受付等は大阪教育大学とは一切関係ありません。 

１２ 入学手続等  
（１） 入学手続期限

２０２５年３月４日（火）必着で郵送してください。

注１）やむを得ない事情があって、郵送で入学手続ができない場合には、事前相談のうえ、２０２５年

３月５日（水）に持参（来学）による入学手続を認めます。なお、詳細については合格者に別途通

知します。入学手続期限までに入学手続を完了しない者は、入学辞退者として取り扱います。 

注２）本学受験票は、入学手続の際に必要となりますので大切に保管してください。 

注３）本学に入学手続をした後、本学への入学を辞退する場合は、入学辞退願により、事前に電話連絡

の上、入学手続関係書類に記載の期日までに柏原キャンパス内の入試課で入学辞退手続をしてくだ

さい。所定の期限以降の入学辞退は一切できません。 

ただし、入学手続をしなかった場合は、特に入学辞退の手続きをする必要はありません。 

（２） 入学料及び入学時諸費用

ア 入学料 ２８２，０００円

入学手続後、既に納付した入学料は、入学辞退を含むいかなる理由があっても返還しません。

２０２５年２月２８日（金）までに、本学が指定する方法で納付してください。外国から送金する

場合は振込手続に必要な日数を事前に確認のうえ、時間的な余裕を持って手続きしてください。 

イ 入学時諸費用

大阪教育大学校友会 ７０，０００円

（内訳：教育振興会費 ４０，０００円 同窓会天遊会費 ３０，０００円）

注１）「大阪教育大学校友会」は、大阪教育大学の構成員である在学生、卒業生・修了生、在学生の

父母等、教職員、元教職員等のすべての個人、また、同窓会、教育振興会、大学生協等のすべて

の団体が大阪教育大学のこれまでの伝統を継承しつつ、さらなる発展と連携を強化する基盤組織

として設立しました。 

「大阪教育大学校友会」は、教育振興会と同窓会天遊会等と連携し、教育研究活動、大学行事、

課外活動、福利厚生、奨学金給付及び就職への支援など様々な学生支援事業並びに在学生を含む

卒業生、修了生の同窓会活動の支援を行っています。 

注２）入学時のみの費用です。 

注３）上記記載の金額は、変更される場合があります。詳細については、入学手続関係書類を参照

してください。 
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（３） その他入学に必要な費用  

授業料（前期分） ２６７，９００円（年額 ５３５，８００円） 

本学では授業料の「口座振替制度」（口座引落し）を実施しており、入学後、学生名義の預金口座

から、前期分は４月に、後期分は１０月に授業料を引き落とします。 

注１）上記記載の金額は、２０２４年度入学者の金額であり、２０２５年度入学者については、変更

される場合があります。なお、詳細については合格者に別途通知します。 

注２）在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用されます。 

注３）このほか、テキストや英語の資格・検定試験、実習及び課外活動等の経費は別途必要となる場

合があります。  

  
（４） ノートパソコンの必携について  

ア はじめに 

本学では、授業とレポート作成や論文作成など大学生活の中、数多くの機会でパソコンを活用しま

す。 

みなさんが大学を卒業される時には、獲得した知識とスキルを教育現場や社会において十分発揮で

きるよう、自分専用のノートパソコンを用いてさまざまな活動を行ってもらうことを目的とし、ノー

トパソコンを大学へ持参していただいています。 

 

イ 持参していただくノートパソコン 

本学が指定する必要条件（最低限必要な機能・性能等）を満たす自分専用のノートパソコンを入学

までにご用意ください。 

必要条件を満たせば、既にお持ちのノートパソコンを使用していただいて結構です。本学では、特

定の機種を指定して購入をお願いすることはしていません。 

詳しくは合格者に送付する入学手続関係書類に同封する「ノートパソコンの必携についてのご案

内」にてお知らせします。 

なお、令和７年度（２０２５年度）の新入生向けノートパソコン必要条件は、前年度の必要条件と

ほぼ同様となる予定です。 

 

ウ 貸与 

やむを得ない事情で、ノートパソコンの貸与を必要とされる方には、「ノートパソコン貸与基準」

により審査を通過した者に、原則入学後６ヶ月間に限り大学から貸与します。 

 

参考 

・ノートパソコンの必要条件（前年度の内容です） 

https://www.osaka-kyoiku.ac.jp/~ipc/byodr6 

 

・ノートパソコン貸与基準 

https://www.osaka-kyoiku.ac.jp/~ipc/content_files/byod/rental_pc_criteria.pdf 

 

＜ノートパソコン必携に関する問い合わせ窓口＞ 

みらい ICT 先導センター メールアドレス staff@cc.osaka-kyoiku.ac.jp 
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８ 検査日程  
２０２５年２月２日（日）【時間については別表１（9ページ）を参照してください。】 

９ 入学試験場  
大阪教育大学柏原キャンパス  〒５８２－８５８２ 大阪府柏原市旭ヶ丘４－６９８－１ 

（近鉄大阪線「大阪教育大前駅」下車 南東へ約１ｋｍ） 

※エスカレーター（上り専用３基乗り継ぎ）、途中階段あり

受験票返送（２０２５年１月１７日（金）発送予定）時に同封の試験場案内図及び注意事項を確認してく

ださい。 

なお、受験にあたっては、本学が発行する受験票の他に、日本留学試験の受験票（原本）の持参が必要で

す（成績通知書は不可）ので、大切に保管してください。 

１０ 受験上の注意  

試験中に不正行為等があった者に対しては、受験を停止し、かつ、すべての試験を無効とします。また、悪質

な場合は警察に被害届を提出する場合があります。受験票の左側に記載の「受験上の注意事項」及び本学の受験

票返送時に同封する「受験者注意事項」等をよく読んでください。 

１１ 合格者の発表  
合格者は、本学ウェブページ(https://osaka-kyoiku.ac.jp/admission/goukaku_happyou.html )にて、

２０２５年２月７日（金）９：００に発表します。 

合格者には、合格通知書及び入学手続関係書類を別途、特定封筒郵便物（日本郵便レターパックプラス（手

渡し配達））で郵送しますので、合格者は必ず受け取ってください。２０２５年２月１２日（水）までに入学手続

関係書類が届かない場合は入試課（電話 ０７２－９７８－３３２４ 受付時間：平日９：００～１７：００）まで

お問い合わせください。 

合格者の発表について、電話等による照会には一切応じません。 

また、大学周辺での合格電報等の勧誘・受付等は大阪教育大学とは一切関係ありません。 

１２ 入学手続等  
（１） 入学手続期限

２０２５年３月４日（火）必着で郵送してください。

注１）やむを得ない事情があって、郵送で入学手続ができない場合には、事前相談のうえ、２０２５年

３月５日（水）に持参（来学）による入学手続を認めます。なお、詳細については合格者に別途通

知します。入学手続期限までに入学手続を完了しない者は、入学辞退者として取り扱います。 

注２）本学受験票は、入学手続の際に必要となりますので大切に保管してください。 

注３）本学に入学手続をした後、本学への入学を辞退する場合は、入学辞退願により、事前に電話連絡

の上、入学手続関係書類に記載の期日までに柏原キャンパス内の入試課で入学辞退手続をしてくだ

さい。所定の期限以降の入学辞退は一切できません。 

ただし、入学手続をしなかった場合は、特に入学辞退の手続きをする必要はありません。 

（２） 入学料及び入学時諸費用

ア 入学料 ２８２，０００円

入学手続後、既に納付した入学料は、入学辞退を含むいかなる理由があっても返還しません。

２０２５年２月２８日（金）までに、本学が指定する方法で納付してください。外国から送金する

場合は振込手続に必要な日数を事前に確認のうえ、時間的な余裕を持って手続きしてください。 

イ 入学時諸費用

大阪教育大学校友会 ７０，０００円

（内訳：教育振興会費 ４０，０００円 同窓会天遊会費 ３０，０００円）

注１）「大阪教育大学校友会」は、大阪教育大学の構成員である在学生、卒業生・修了生、在学生の

父母等、教職員、元教職員等のすべての個人、また、同窓会、教育振興会、大学生協等のすべて

の団体が大阪教育大学のこれまでの伝統を継承しつつ、さらなる発展と連携を強化する基盤組織

として設立しました。 

「大阪教育大学校友会」は、教育振興会と同窓会天遊会等と連携し、教育研究活動、大学行事、

課外活動、福利厚生、奨学金給付及び就職への支援など様々な学生支援事業並びに在学生を含む

卒業生、修了生の同窓会活動の支援を行っています。 

注２）入学時のみの費用です。 

注３）上記記載の金額は、変更される場合があります。詳細については、入学手続関係書類を参照

してください。 
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（５） 入学料の徴収猶予及び授業料免除・徴収猶予制度等  
入学料の徴収猶予及び授業料の免除･徴収猶予制度があります。 

ア 入学料の徴収猶予 

下記の対象者のいずれかに該当する方について、本人の申請に基づき選考の上、許可された場合、

８月末日まで入学料の徴収が猶予されます。 

対

象

者 

（ア）経済的事由によって納付すべき期限までに納付が困難であり、かつ、学業優秀と認めら

れる者 

（イ）本学入学前１年以内（２０２４年４月から２０２５年３月まで）において本人の学資を

主として負担している者（以下「学資負担者」という。）が死亡し、又は本人もしくは学資

負担者が風水害等の災害を受けたことにより、納付すべき期限までに入学料の納付が著しく

困難であると認められる者 

詳細については合格者に別途通知します。 
 

イ 授業料の免除（徴収猶予） 

成績優秀者に対する授業料の免除（徴収猶予）については以下の本学ウェブページを参照してくだ

さい。詳細については合格者に別途通知します。 

授業料免除等について https://osaka-kyoiku.ac.jp/campus/expense/jyumen.html 
  
（６） 在留資格『留学』の申請について  

『在留資格に係る申請書類交付願』を合格通知・入学手続関係書類とともに送付しますので、以下

の申請書を出入国在留管理庁に提出する必要のある方は、『在留資格に係る申請書類交付願』に必要

事項を記入して、入学手続後に大阪教育大学入試課まで提出してください。 

○在留期間更新・在留資格変更許可申請書（所属機関等作成用） 
○在留資格認定証明書交付申請書（所属機関等作成用） 

 
（７） その他  

ア 提出書類その他、入学手続の詳細については、合格者に通知します。 

イ 入学手続時に【麻しん（はしか）に関する確認書】を提出してください。ただし、麻しんワクチンの接種
は、入学手続書類が届いてからでは間に合わないこともあるので、できる限り事前に済ませておいてくださ
い。詳細は17ページの「麻しん（はしか）の予防について《お知らせ》」を参照してください。 

 
１３ その他  
（１） 学位  

区分 学位名称 英語表記 

教育協働学科 学士（教育学） Bachelor of Education 

  
（２） 修学場所  

柏原キャンパス 

 
（３） 個人情報の取扱いについて  

出願受付を通じて取得した個人情報及び入学試験の実施により取得した個人情報は、「個人情報の

保護に関する法律」、「国立大学法人大阪教育大学個人情報等管理規程」及び「国立大学法人大阪教育

大学保有個人情報開示等取扱規程」に基づき、適切に管理し、以下のとおり取り扱います。法令に基

づく場合を除き、個人情報の目的外利用及び第三者に提供することはありません。 
 

１．入学者の選抜、合格発表、入学手続業務等に利用します。 

２．入学者の個人情報については、教務関係（学籍、修学指導等）、学生支援関係（健康管理、授業料
免除、奨学金申請等）、授業料徴収等に関する業務に利用します。 

３．取得した個人情報は、個人が特定できない形で処理したうえで、今後の入学者選抜等における調
査、研究及びこれらに付随する業務を行うための分析資料や本学の経営戦略を立案する基礎資料
として利用します。 

 

なお、以上の業務の一部又はすべてを外部に委託し、必要な個人情報を提供する場合は、委託先と
の間で適切な取扱に関する契約を締結します。 

− 8 −



－9－ 

 
別表１  

 
入学者選抜方法・配点・検査時間 

 
          

選抜方法等 

学科・専攻・コース 

日本留学試験 
本学が行う試験 

科目・配点 
合計 検査時間 

 科目 

区分 
配点 試験科目 配点 

教
育
協
働
学
科 

教育イノベーション専攻 

数理・知能情報コース 

各
専
攻
と
も
課
す 

文系 
又は 

理系 
850 

数学 注１ 500 
1550 

10:00～12:00 

面接 200 13:30～ 

環境安全科学コース 
小論文 300 

1450 
10:00～12:00 

面接 300 13:30～ 

教育コミュニティ支援専攻 

心理科学コース 
小論文 300 

1650 
10:00～12:00 

面接 500 13:30～ 

スポーツ健康コース 
実技 500 

1550 
10:00～ 

面接 200 注３ 

芸術表現コース 

実技 600 

1650 

<音楽分野選択者> 

10:00～ 
 
<美術分野選択者> 

10:00～12:00 

面接 200 

<音楽分野選択者> 

注４ 
 
<美術分野選択者> 

13:30～ 

グローバル教育専攻 

日本語教育コース 
小論文 300 

1450 
10:00～12:00 

面接 300 13:30～  

国際協働英語コース 
英語 注２ 300 

1450 
10:00～12:00 

面接 300 13:30～  

 
※ 日本留学試験の受験科目の詳細については、別表２（10ページ参照）を確認してください。文系・理

系の別によって必要な受験科目が異なるので注意してください。特に数学のコース選択に注意してくだ

さい。 

日本留学試験において、本学が課す科目を１科目でも受験しなかった場合は、出願資格を認めません。 

※ 本学が行う試験を 1科目でも受験しなかった場合は、それ以後の科目の受験を認めません。また、選

抜の対象としません。 

※ 「面接」には、口述試験を含みます。面接の時間は、人数等によって多少変更することがあります。 

注１）数学の出題範囲は、次のとおりです。 

  ・「数学Ⅰ」、「数学Ⅱ」、「数学Ⅲ」、「数学Ａ」は全範囲から出題します。 

  ・「数学Ｂ」は「数列」、「数学Ｃ」は「ベクトル」、「平面上の曲線と複素数平面」から出題しま

す。 

注２）学科試験の英語は聴き取り試験を行いません。面接については別表４（11ページ参照）を確認して

ください。 

注３）教育コミュニティ支援専攻スポーツ健康コースの実技及び面接の検査時間については、受験票返送

時に同封する注意事項にてお知らせします。 

注４）教育コミュニティ支援専攻芸術表現コース<音楽分野選択者>の面接の検査時間については、当日指

示します。 
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（５） 入学料の徴収猶予及び授業料免除・徴収猶予制度等  
入学料の徴収猶予及び授業料の免除･徴収猶予制度があります。 

ア 入学料の徴収猶予 

下記の対象者のいずれかに該当する方について、本人の申請に基づき選考の上、許可された場合、

８月末日まで入学料の徴収が猶予されます。 

対

象

者 

（ア）経済的事由によって納付すべき期限までに納付が困難であり、かつ、学業優秀と認めら

れる者 

（イ）本学入学前１年以内（２０２４年４月から２０２５年３月まで）において本人の学資を

主として負担している者（以下「学資負担者」という。）が死亡し、又は本人もしくは学資

負担者が風水害等の災害を受けたことにより、納付すべき期限までに入学料の納付が著しく

困難であると認められる者 

詳細については合格者に別途通知します。 
 

イ 授業料の免除（徴収猶予） 

成績優秀者に対する授業料の免除（徴収猶予）については以下の本学ウェブページを参照してくだ

さい。詳細については合格者に別途通知します。 

授業料免除等について https://osaka-kyoiku.ac.jp/campus/expense/jyumen.html 
  
（６） 在留資格『留学』の申請について  

『在留資格に係る申請書類交付願』を合格通知・入学手続関係書類とともに送付しますので、以下

の申請書を出入国在留管理庁に提出する必要のある方は、『在留資格に係る申請書類交付願』に必要

事項を記入して、入学手続後に大阪教育大学入試課まで提出してください。 

○在留期間更新・在留資格変更許可申請書（所属機関等作成用） 
○在留資格認定証明書交付申請書（所属機関等作成用） 

 
（７） その他  

ア 提出書類その他、入学手続の詳細については、合格者に通知します。 

イ 入学手続時に【麻しん（はしか）に関する確認書】を提出してください。ただし、麻しんワクチンの接種
は、入学手続書類が届いてからでは間に合わないこともあるので、できる限り事前に済ませておいてくださ
い。詳細は17ページの「麻しん（はしか）の予防について《お知らせ》」を参照してください。 

 
１３ その他  
（１） 学位  

区分 学位名称 英語表記 

教育協働学科 学士（教育学） Bachelor of Education 

  
（２） 修学場所  

柏原キャンパス 

 
（３） 個人情報の取扱いについて  

出願受付を通じて取得した個人情報及び入学試験の実施により取得した個人情報は、「個人情報の

保護に関する法律」、「国立大学法人大阪教育大学個人情報等管理規程」及び「国立大学法人大阪教育

大学保有個人情報開示等取扱規程」に基づき、適切に管理し、以下のとおり取り扱います。法令に基

づく場合を除き、個人情報の目的外利用及び第三者に提供することはありません。 
 

１．入学者の選抜、合格発表、入学手続業務等に利用します。 

２．入学者の個人情報については、教務関係（学籍、修学指導等）、学生支援関係（健康管理、授業料
免除、奨学金申請等）、授業料徴収等に関する業務に利用します。 

３．取得した個人情報は、個人が特定できない形で処理したうえで、今後の入学者選抜等における調
査、研究及びこれらに付随する業務を行うための分析資料や本学の経営戦略を立案する基礎資料
として利用します。 

 

なお、以上の業務の一部又はすべてを外部に委託し、必要な個人情報を提供する場合は、委託先と
の間で適切な取扱に関する契約を締結します。 

− 9 −
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別表２  
 
日本留学試験の受験科目等一覧 

 
科目区分 科  目 目     的 時 間 得点範囲 

理 系 

日 本 語 
日本の大学等での勉学に対応できる日本語力（アカデミッ

ク・ジャパニーズ）を測定する。 
125分 0～450点 

理  科 
日本の大学等の理系学部での勉学に必要な理科（物理・化

学・生物）の基礎的な学力を測定する。 
80分 0～200点 

数  学 
(コース２) 

日本の大学等での勉学に必要な数学の基礎的な学力を測

定する。 
80分 0～200点 

文 系 

日 本 語 
日本の大学等での勉学に対応できる日本語力（アカデミッ

ク・ジャパニーズ）を測定する。 
125分 0～450点 

総合科目 
日本の大学等での勉学に必要な文系の基礎的な学力、特に

思考力、論理的能力を測定する。 
80分 0～200点 

数  学 
(コース１) 

日本の大学等での勉学に必要な数学の基礎的な学力を測

定する。 
80分 0～200点 

 
注１）出題言語は、日本語とします。 

注２）「日本語」の成績は、「読解」・「聴解・聴読解」・「記述」の３領域とします。 

注３）「理科」の成績は、「物理」・「化学」・「生物」から２科目とします。 

注４）出題範囲は、各科目のシラバス〔独立行政法人日本学生支援機構 https://www.jasso.go.jp/に掲載〕を

参照してください。 

 

別表３  
 
小論文の実施内容 

 
    

専攻等区分 実 施 内 容 採点・評価基準 

教
育
協
働
学
科 

教育イノベーション専攻 
環境安全科学コース 

自然科学や生活科学、安全科学に関
する理解力並びに関心事について、小
論文形式で筆答させる。 

思考力・表現力を総合的に評価する
が、課題の理解度、構成力および対応
力に加えて、誤りのない日本語で表現
できているかについても採点・評価の
対象とする。 

教育コミュニティ支援専攻 
心理科学コース 

人間生活に関する資料や論文を読み
解き、その要点や問題点を論理的な思
考をとおして把握し、それを日本語で
表現する能力をみるため、小論文形式
で筆答させる。 

人間生活に関する基礎的な知識や
理解をみるために、設問に応じた読解
力、思考力、論理的な文章表現力を総
合的に評価する。 

グ ロ ー バ ル 教 育 専 攻 
日本語教育コース 

日本語および日本の社会・文化、教育
やグローバル化する世界と地域に関す
る知識と理解力を問い、それらを的確
な日本語を用いて表現する力をみるた
めに、小論文形式で筆答させる。 

日本語および日本の社会・文化・教
育やグローバル化する世界と地域に
関する知識と理解力、課題分析力、論
理的思考力、日本語文章力から総合的
に評価する。 

− 10 −
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別表４  
 
面接（口述試験を含む。）の実施内容 

 
    

専攻等区分 実 施 内 容 採点・評価基準 

教
育
協
働
学
科 

教育イノベーション専攻 
数理・知能情報コース 

数理科学・情報科学を学ぶための基礎
学力・理解力・数学的素養及び語学的素
養について、質疑応答の形で面接を行
う。 

基礎学力・理解力・数学的素養・
語学的素養という４つの観点から
評価を行う。数理・知能情報コース
のカリキュラムに対応できる能力
があるかを総合的に評価する。 

教育イノベーション専攻 
環境安全科学コース 

自然科学や生活科学、安全科学に関す
る知識と本専攻で学ぶ意欲をみるため
に面接形式で行う。 

自然科学や生活科学、安全科学へ
の理解の程度と日本語によるコミ
ュニケーション能力について総合
的に評価する。 

教育コミュニティ支援専攻 
心理科学コース 

教育・心理・福祉に関する理解と関心
度、及び会話における日本語運用能力を
見るために、面接による試験を行う。 

教育・心理・福祉に関する理解と
関心度、及び会話における日本語運
用能力を総合的に評価する。 

教育コミュニティ支援専攻 
スポーツ健康コース 

スポーツと健康に関する理解と関心
度をみるために面接形式で行う。 

スポーツと健康への興味・関心・
知識・意欲等を総合的に評価する。 

教育コミュニティ支援専攻 
芸術表現コース 

＜音楽分野＞ 
芸術、特に音楽と社会との関わりにつ

いての理解と関心度をみるために面接形
式で行う。 
 

＜音楽分野＞ 
質問内容に関する知識、理解力、

表現力及び意欲を総合的に評価す
る。 

＜美術分野＞ 
美術表現に関する基本的な理解と関

心度をみるために面接形式で行う。 

＜美術分野＞ 
面接をとおして、美術表現に関す

る理解度や認識を確認する。また理
解力・構想力・判断力・実践力など
の基礎力と関心度及び学習・研究意
欲を総合的に評価する。 

グローバル教育専攻 
日本語教育コース 

日本語および日本の社会・文化・教育
やグローバル化する世界と地域に関す
る知識と理解力、それらにかかわる問題
意識、そして自らの意見を的確に表現す
るコミュニケーション能力をみる。日本
語運用能力、英語学習の意欲を重視す
る。 

日本語および日本の社会・文化・
教育やグローバル化する世界と地
域に関する知識と理解力、それらに
かかわる問題意識、そしてコミュニ
ケーション能力から総合的に評価
する。 

グローバル教育専攻 
国際協働英語コース 

英語と日本語による口述試験を行い、
英語圏言語文化に関する理解と認識を
みる。 

英語と日本語による口述試験を
行い、英語圏言語文化に関する理
解、認識、探究心及び運用能力を総
合的に評価する。 
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別表２  
 
日本留学試験の受験科目等一覧 

 
科目区分 科  目 目     的 時 間 得点範囲 

理 系 

日 本 語 
日本の大学等での勉学に対応できる日本語力（アカデミッ

ク・ジャパニーズ）を測定する。 
125分 0～450点 

理  科 
日本の大学等の理系学部での勉学に必要な理科（物理・化

学・生物）の基礎的な学力を測定する。 
80分 0～200点 

数  学 
(コース２) 

日本の大学等での勉学に必要な数学の基礎的な学力を測

定する。 
80分 0～200点 

文 系 

日 本 語 
日本の大学等での勉学に対応できる日本語力（アカデミッ

ク・ジャパニーズ）を測定する。 
125分 0～450点 

総合科目 
日本の大学等での勉学に必要な文系の基礎的な学力、特に

思考力、論理的能力を測定する。 
80分 0～200点 

数  学 
(コース１) 

日本の大学等での勉学に必要な数学の基礎的な学力を測

定する。 
80分 0～200点 

 
注１）出題言語は、日本語とします。 

注２）「日本語」の成績は、「読解」・「聴解・聴読解」・「記述」の３領域とします。 

注３）「理科」の成績は、「物理」・「化学」・「生物」から２科目とします。 

注４）出題範囲は、各科目のシラバス〔独立行政法人日本学生支援機構 https://www.jasso.go.jp/に掲載〕を

参照してください。 

 

別表３  
 
小論文の実施内容 

 
    

専攻等区分 実 施 内 容 採点・評価基準 

教
育
協
働
学
科 

教育イノベーション専攻 
環境安全科学コース 

自然科学や生活科学、安全科学に関
する理解力並びに関心事について、小
論文形式で筆答させる。 

思考力・表現力を総合的に評価する
が、課題の理解度、構成力および対応
力に加えて、誤りのない日本語で表現
できているかについても採点・評価の
対象とする。 

教育コミュニティ支援専攻 
心理科学コース 

人間生活に関する資料や論文を読み
解き、その要点や問題点を論理的な思
考をとおして把握し、それを日本語で
表現する能力をみるため、小論文形式
で筆答させる。 

人間生活に関する基礎的な知識や
理解をみるために、設問に応じた読解
力、思考力、論理的な文章表現力を総
合的に評価する。 

グ ロ ー バ ル 教 育 専 攻 
日本語教育コース 

日本語および日本の社会・文化、教育
やグローバル化する世界と地域に関す
る知識と理解力を問い、それらを的確
な日本語を用いて表現する力をみるた
めに、小論文形式で筆答させる。 

日本語および日本の社会・文化・教
育やグローバル化する世界と地域に
関する知識と理解力、課題分析力、論
理的思考力、日本語文章力から総合的
に評価する。 
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別表５－１  
 
実技検査の実施内容及び留意事項 

 
         

専攻等区分 実 施 内 容 及 び 留 意 事 項 

教
育
協
働
学
科 

教育コミュニティ支援専攻 

スポーツ健康コース 

次の検査を実施する。 

専門的検査：種目別運動技能に関するテスト 

下記の中から１種目を出願時に選択すること。出願後の変更は認めない。 

・陸上競技         ・ソフトテニス 

・バスケットボール     ・硬式野球 

・サッカー         ・バドミントン 

・ラグビーフットボール   ・体操競技 

・バレーボール       ・創作ダンス 

・ハンドボール       ・柔  道 

・卓  球          ・剣  道 

・硬式テニス        ・水泳競技（競泳） 

教育コミュニティ支援専攻 
芸術表現コース 

＜音楽分野選択者＞ 

志望専門別に、次の検査を実施する。 

 

志望専門別検査科目表 

        志望専門 

 

 検査科目 

作  曲 声  楽 

器      楽  

ピアノ 管･打楽器 

作      曲 Ａ    

声      楽  Ｂ   

ピ  ア  ノ   Ｃ  

管・打楽器    Ｄ 

 

Ａ 作  曲 

ア 与えられたバス及びソプラノに和声を付け四声体にする。（制作時間１時間３０分） 

イ 与えられたテーマ又はモティーフに基づいて、ピアノ曲を作る。（制作時間２時間） 

（注）ア、イともに試験中の楽器の使用は認めない。 

 

Ｂ 声  楽 

課題曲 ２曲 

次の10曲から任意の２曲を選び、暗譜で歌う。 

1) Star vicino S.Rosa 

2) Sento nel core A.Scarlatti 

3) Son tutta duolo A.Scarlatti 

4) Caro laccio  F.Gasparini 

5) Lasciar d'amarti F.Gasparini 

6) Sebben, crudele A.Caldara 

7) Se tu m'ami G.B.Pergolesi 
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別表５－１  
 
実技検査の実施内容及び留意事項 

 
         

専攻等区分 実 施 内 容 及 び 留 意 事 項 

教
育
協
働
学
科 

教育コミュニティ支援専攻 

スポーツ健康コース 

次の検査を実施する。 

専門的検査：種目別運動技能に関するテスト 

下記の中から１種目を出願時に選択すること。出願後の変更は認めない。 

・陸上競技         ・ソフトテニス 

・バスケットボール     ・硬式野球 

・サッカー         ・バドミントン 

・ラグビーフットボール   ・体操競技 

・バレーボール       ・創作ダンス 

・ハンドボール       ・柔  道 

・卓  球          ・剣  道 

・硬式テニス        ・水泳競技（競泳） 

教育コミュニティ支援専攻 
芸術表現コース 

＜音楽分野選択者＞ 

志望専門別に、次の検査を実施する。 

 

志望専門別検査科目表 

        志望専門 

 

 検査科目 

作  曲 声  楽 

器      楽  

ピアノ 管･打楽器 

作      曲 Ａ    

声      楽  Ｂ   

ピ  ア  ノ   Ｃ  

管・打楽器    Ｄ 

 

Ａ 作  曲 

ア 与えられたバス及びソプラノに和声を付け四声体にする。（制作時間１時間３０分） 

イ 与えられたテーマ又はモティーフに基づいて、ピアノ曲を作る。（制作時間２時間） 

（注）ア、イともに試験中の楽器の使用は認めない。 

 

Ｂ 声  楽 

課題曲 ２曲 

次の10曲から任意の２曲を選び、暗譜で歌う。 

1) Star vicino S.Rosa 

2) Sento nel core A.Scarlatti 

3) Son tutta duolo A.Scarlatti 

4) Caro laccio  F.Gasparini 

5) Lasciar d'amarti F.Gasparini 

6) Sebben, crudele A.Caldara 

7) Se tu m'ami G.B.Pergolesi 
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専攻等区分 実 施 内 容 及 び 留 意 事 項 

教
育
協
働
学
科 

教育コミュニティ支援専攻 

芸術表現コース 

 

ｆ トランペット 

ア 次の譜例により、長調の音階２オクターブ及び分散和音(調は当日指定) 
 

    

 
 

イ 自由曲 １曲 

ｇ ホルン 

ア トランペットのアに同じ。 

イ 自由曲 １曲 

ｈ トロンボーン 

ア トランペットのアに同じ。 

イ 自由曲 １曲 

ｉ バス・トロンボーン 

ア トランペットのアに同じ。 

イ 自由曲 １曲 

ｊ ユーフォニアム 

ア トランペットのアに同じ。 

イ 自由曲 １曲 

ｋ テューバ 

ア トランペットのアに同じ。 

イ 自由曲 １曲 

ｌ 打楽器 

ア 小太鼓の基本奏法 

１つ打ち、２つ打ち、５つ打ち 

（緩→急→緩  等、当日指定）、ロール（＜、＞、＜ ＞等、当日指定） 

イ 小太鼓、マリンバのいずれかを用いた自由曲 １曲 

（注）マリンバ（５オクターブ半）、小太鼓、スタンド、バチ置きは貸出し可能 

＜美術分野選択者＞ 

次の検査を実施する。 

 鉛筆による卓上モチーフの描写 

（注）１ 鉛筆、消しゴム（ねり消しゴムを含む）、羽根ボウキは使用可（各自持参す

ること）。それ以外の道具は使用不可とする。 

２ カルトン、カルトン用クリップ、画用紙、鉛筆削り用具は本学で準備する。 

３ 鉛筆の硬度は問わない。 
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別表５－２  
 
実技検査の採点・評価基準 

 
    

専攻等区分 実 施 内 容 採点・評価基準 

教
育
協
働
学
科 

教育コミュニティ支援専攻 

スポーツ健康コース 
専門的検査：種目別運動技能に関す

るテスト 

種目固有の運動技能を、体力・技術・

戦術等の視点から総合的に採点・評価

する。 

教育コミュニティ支援専攻 

芸術表現コース 

＜音楽分野＞ 

【専門】 

Ａ 作曲 

Ｂ 声楽 

Ｃ ピアノ 

Ｄ 管・打楽器 

＜音楽分野＞ 

志望専門毎に設定された検査項目に

より、音楽性・演奏技術・創作能力等に

ついて審査し、評価する。 

＜美術分野＞ 

鉛筆による卓上モチーフの描写 

＜美術分野＞ 

以下の２点を総合的に評価する。 

（１）与えられたモチーフを観察し、描

写する力 

（２）課題として提示された文章や条

件を理解し、与えられたモチーフと

関連づけて発想し、表現する力 

－14－ 

 

   
専攻等区分 実 施 内 容 及 び 留 意 事 項 

教
育
協
働
学
科 

教育コミュニティ支援専攻 

芸術表現コース 

 

ｆ トランペット 

ア 次の譜例により、長調の音階２オクターブ及び分散和音(調は当日指定) 
 

    

 
 

イ 自由曲 １曲 

ｇ ホルン 

ア トランペットのアに同じ。 

イ 自由曲 １曲 

ｈ トロンボーン 

ア トランペットのアに同じ。 

イ 自由曲 １曲 

ｉ バス・トロンボーン 

ア トランペットのアに同じ。 

イ 自由曲 １曲 

ｊ ユーフォニアム 

ア トランペットのアに同じ。 

イ 自由曲 １曲 

ｋ テューバ 

ア トランペットのアに同じ。 

イ 自由曲 １曲 

ｌ 打楽器 

ア 小太鼓の基本奏法 

１つ打ち、２つ打ち、５つ打ち 

（緩→急→緩  等、当日指定）、ロール（＜、＞、＜ ＞等、当日指定） 

イ 小太鼓、マリンバのいずれかを用いた自由曲 １曲 

（注）マリンバ（５オクターブ半）、小太鼓、スタンド、バチ置きは貸出し可能 

＜美術分野選択者＞ 

次の検査を実施する。 

 鉛筆による卓上モチーフの描写 

（注）１ 鉛筆、消しゴム（ねり消しゴムを含む）、羽根ボウキは使用可（各自持参す

ること）。それ以外の道具は使用不可とする。 

２ カルトン、カルトン用クリップ、画用紙、鉛筆削り用具は本学で準備する。 

３ 鉛筆の硬度は問わない。 
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麻しん（はしか）の予防について《お知らせ》 
 

本学では、学校における麻しん対策ガイドラインに基づき、本学入学試験合格者は、入学手続き書類として【麻し

ん（はしか）に関する確認書】を提出していただいています。合格者の年齢に関係なく、全員が対象となります。 

本学所定の【麻しん（はしか）に関する確認書】は、入学手続関係書類等と一緒に送付されますが、お手元に届い

てから入学手続きまでの期間が短い場合がある上、国内の麻しんワクチン不足が懸念されているため、下記のフ

ローチャートを参考に、早めにご準備ください。 

※特別な事情を除き、原則２回の予防接種を強く推奨しています。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

A：麻しんの予防接種を２回受けたことを証明する書類（母子健康手帳や接種済証明書等のコピー）をご準備ください。 

但し、以下の内容が記載されたものに限ります。 

・接種年月日 

・使用ワクチン名 Lot.No.（使用ワクチンのラベル添付でも可） 

・医療機関名又は医師名 
 

B：入学までに麻しんの抗体検査を受けてください。その結果、本学の基準値を満たしていない場合は、ワクチンを接

種してください。下記に記載している検査法で必ず実施してください。これ以外の検査方法は認められません。 

また、本学では麻しん発症予防のため、検査機関の基準値より高く設定しています。 

検 査 法 本 学 の 基 準 値 

EIA 法―IgG 検査（推奨） 抗体価 ： ８．０以上 

NT 法検査 抗体価 ： ４倍以上 

PA 法検査 抗体価 ： １２８倍以上 
 

C：入学までに２回目のワクチンを接種してください。１回目のワクチン接種の証明書類も必要となります≪注 2≫ 

（１回目の証明書類がなければワクチン接種の２ヶ月後に抗体検査が必要となります）。 
 

D：入学までに１回ワクチン接種をしてください。その２ヶ月後に２回目のワクチンを接種するか、又は抗体検査を受けて 

免疫が十分獲得できたか確認が必要です。 

※本学では MR(麻しん風しん混合)ワクチンを推奨しています。 

 

 

 

 

 

 

 

〈問い合わせ先〉 大阪教育大学保健センター 

 電話 ０７２－９７８－３８１１（受付時間：平日９：００～１６：００） 

 

これまでに、麻しんの予防接種を２回受けた≪注 1≫ 

１回目、２回目ともに接種の 

証明書類がある 

予防接種を１回は受けている 

A を参照 B を参照 B を参照 D を参照 

【麻しん（はしか）に関する確認書】については、入学手続きに関する事前のお知らせです。 

入学試験の出願や受験には関係ありません。 

B を参照 

はい 

詳細が不明である 

麻しんにかかったので

予防接種は１回も受け

ていない 

いいえ 

幼少期に麻しんにかかったことがある 

はい 

はい いいえ 

C を参照 

いいえ はい はい いいえ 

≪注 2≫ 

≪注 1≫麻しん予防接種の種類 

・麻しん単独ワクチン ・MMR ワクチン 

・MR ワクチン（麻しん風しん混合ワクチン） 

≪注 2≫母子健康手帳を紛失した方は、管轄の市役所(区役所)で

接種歴を確認してください。接種が確認できた場合は接種記録を発

行してもらってください。確認できない場合は抗体検査が必要です。 
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大阪教育大学所在地略図 
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入学試験場：大阪教育大学柏原キャンパス 
所在地 大阪府柏原市旭ヶ丘４－６９８－１ 

交 通 近鉄大阪線「大阪教育大前駅」下車 南東へ約１ｋｍ 

※エスカレーター（上り専用３基乗り継ぎ）、途中階段あり 

 



大阪教育大学では、下記の入試情報及び学生生活案内についてウェブページでお知らせしています。 

また、災害等により不測の事態が発生した場合もウェブページを利用して情報提供を行います。 

（大学案内・募集要項はウェブページから請求できます。） 

・教育学部（一般選抜、学校推薦型選抜、私費外国人留学生、第３年次編入学）

・大学院教育学研究科（修士課程）

・大学院連合教職実践研究科（専門職学位課程）

・特別支援教育特別専攻科

ウェブページ

（PC・スマホ版） 
https://osaka-kyoiku.ac.jp/ 

【資料請求について】 

大学案内や募集要項等は、本学ウェブページから資料請求やPDF版をダウンロ

ードすることが可能です。またテレメールサイトに右のQRコードからアクセス

し、請求することもできます。 

問い合わせ先 

大阪教育大学入試課 

〒５８２－８５８２ 大阪府柏原市旭ヶ丘４－６９８－１ 

電話 ０７２－９７８－３３２４(入試課直通) 

（受付時間：平日９：００～１７：００） 

ＦＡＸ ０７２－９７８－３３２７ 

メールアドレス nyushika@bur.osaka-kyoiku.ac.jp




